
 

  

■ はじめに 
花き園芸に用いられる観賞性の高い品種は、野生植物

から育種されたものであるが、花の大きさや形、色、模様
など、同じ種とは思えないほど異なった外観になっている
ことが多い。このような顕著な形質変化には、通常長い期
間を要する。例えば、カーネーションでは、直径2～3cmの
一重の花の原種から、直径8cmにも及ぶ大輪で八重の現
代品種が育成されるまで、実に約1000年を要している。私
たちは、夏季の花壇用花きとして親しまれているトレニア
で、動く遺伝子（トランスポゾン）であるTtf1 の転移が活性
化した変異体を発見した。この変異体では、自殖するだけ
で変異が拡大する。さらに、Ttf1 の塩基配列を目印にし
て、変異の原因遺伝子を同定できる。これらの特長を利用
した、以下の２つの研究開発について紹介したい。（１）一
重の小輪の花の品種しか存在しないトレニアの花のバラ
エティーを短期間で拡大するとともに、観賞性を向上させ
る。（２）花のバラエティーの拡大と観賞性の向上に対して
重要な役割を果たす遺伝子を明らかにする。 

 
■ 活動内容 
１．トランスポゾンTtf1 の転移が活性化した変異体「雀斑」 

花が斑入り模様になるトレニアの変異体「雀斑」を発見
した（図１）。「雀斑」では、DNA形トランスポゾンTtf1 が、
花色素アントシアニンの生合成を誘導するTfMYB1 に挿
入して発現を低下させることにより、花弁の背景が薄紫色
になる。同時に、Ttf1 が切り出されることによってTfMYB1 
の発現が回復し、紫色の斑点を多く生じる。つまり、Ttf1 
が活発に転移している。 
２．「雀斑」を利用した新たな変異の誘発と観賞性の向上 

「雀斑」では、Ttf1 が転移先の遺伝子の機能を変化さ
せることにより、新たな変異を高い頻度で生じる。自殖第
一代において、一見して分かる変異の発生率は約0.5%で
ある。これまでに、多数の自殖後代を栽培することにより、
花の形や模様、茎葉の色や形などが変化した変異体を得
ている。さらに、これらの形質を組み合わせることで、花の
バリエーションを拡大するとともに、観賞性の高い系統の
育成を進めている。 
３．Ttf1 の塩基配列に基づく変異の原因遺伝子の同定 

「雀斑」に由来する新たな変異体の分離集団等を用い
てトランスポゾンディスプレイ解析を行うことにより、花のバ
リエーションの拡大と観賞性の向上に重要な役割を果た
す遺伝子の同定と分子機構の解明を進めている。 
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